
　

国指定史跡小倉城跡駐車場に新しい案内板国指定史跡小倉城跡駐車場に新しい案内板
が設置されました。案内板には見学コースが設置されました。案内板には見学コース
マップが表示してあり、小倉城跡を周遊マップが表示してあり、小倉城跡を周遊
して楽しむことができる内容となっていして楽しむことができる内容となってい
ます。また、小倉地区にゆかりのある絵本ます。また、小倉地区にゆかりのある絵本
作家・こわせもりやす氏に描いていただい作家・こわせもりやす氏に描いていただい
たイラストともコラボ。案内板には、掲示たイラストともコラボ。案内板には、掲示
板機能及びパンフレット設置機能も付いて板機能及びパンフレット設置機能も付いて
いますので、ここで情報収集をしてパンフいますので、ここで情報収集をしてパンフ
レットを手に取り、より小倉城跡を楽しむレットを手に取り、より小倉城跡を楽しむ
ことができるようになりました。ことができるようになりました。

案内板案内板

遊歩道遊歩道
国指定史跡小倉城跡の一部の遊歩道を整備国指定史跡小倉城跡の一部の遊歩道を整備
しました。周辺の木を間伐し、その伐採ししました。周辺の木を間伐し、その伐採し
た木をそのままた木をそのままウッドチップウッドチップ材として活用材として活用
し、遊歩道一面に敷き均しました。今までし、遊歩道一面に敷き均しました。今まで
は鬱蒼としていて、ぬかるみで歩きにくは鬱蒼としていて、ぬかるみで歩きにく
かった場所も、太陽の光が届くようになり、かった場所も、太陽の光が届くようになり、
ウッドチップによってとても歩きやすくなウッドチップによってとても歩きやすくな
りました。森林浴とウッドチップのふかふりました。森林浴とウッドチップのふかふ
かした心地よい感触が楽しめます。かした心地よい感触が楽しめます。

令和 4 年度埼玉県ふるさと創造資金の補助を受けて、令和 4 年度埼玉県ふるさと創造資金の補助を受けて、

国指定史跡小倉城跡国指定史跡小倉城跡の周辺整備が進んでいますの周辺整備が進んでいます
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また、玉川温泉付近にも既存案内板を移設また、玉川温泉付近にも既存案内板を移設
しました。玉川温泉から小倉城跡を抜けてしました。玉川温泉から小倉城跡を抜けて
周遊できるコースを案内しています。周遊できるコースを案内しています。

※�こわせもりやす氏※�こわせもりやす氏
の絵本は町立図書の絵本は町立図書
館で借りることが館で借りることが
できます。できます。

遊歩道整備遊歩道整備

案内板設置案内板設置 こわせもりやす氏こわせもりやす氏
イラストイラスト

西平運動場西平運動場
流鏑馬流鏑馬

臨時駐車場臨時駐車場
第二庁舎前第二庁舎前 明覚駅明覚駅

バス停バス停
役場本庁舎役場本庁舎
北側駐車場北側駐車場
臨時バス停臨時バス停

8:35 着　8:35 着　⇦　⇦　8:20 発　8:20 発　⇦　⇦　8:11 発　8:11 発　⇦　⇦　8:00 発8:00 発
10:05着  10:05着  ⇦　⇦　9:50 発　9:50 発　⇦　⇦　9:40 発　9:40 発　⇦　⇦　9:10 発9:10 発
11:40着  11:40着  ⇦  ⇦  11:25発  11:25発  ⇦  ⇦  11:15発  11:15発  ⇦  ⇦  10:50発10:50発
12:30発  ➡12:30発  ➡    12:45着  ➡12:45着  ➡    12:49着  ➡12:49着  ➡    13:00着13:00着
13:35着  13:35着  ⇦  ⇦  13:20発  13:20発  ⇦  ⇦  13:10発  13:10発  ⇦  ⇦  13:00発13:00発
14:44着  14:44着  ⇦  ⇦  14:19発  14:19発  ⇦  ⇦  14:15発  14:15発  ⇦  ⇦  14:05発14:05発
14:45発  ➡14:45発  ➡    15:00着  ➡15:00着  ➡    15:04着  ➡15:04着  ➡    15:12着15:12着
16:30発  ➡16:30発  ➡    16:45着  ➡16:45着  ➡    16:49着  ➡16:49着  ➡    16:57着16:57着

無料送迎バス運行無料送迎バス運行
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